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17.二周波交流法ホール効果測定装置
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ホー ル効 果測定 装 置 と して､ 現在､ 直流 電 場 と直流磁 場 を用 いた 直流法 に よ る

装 置 が汎用 され て い る. ホー ル電圧 が微少 で ある低移 動 度 試料 にお いて は､ 1/f

雑 音 に よる影響､ 熟電 的影響 等 によ り､ 直 流法 で は ､ 高 いS/N比 の達 成 に限 界が

で 七 くる. そ こで､ これ らの影 響 を除去 す るため に交 流 電 場 (108Hz)と交 流磁場

(91Hz)を用 いた二 周 波交 流法 に よる ホー ル効 果測 定装 置 を製作 した｡

交 流 法測定装 置 にお いて存 在 す る問題点 と して､ (1)電 磁誘 導 起電 力､ (2)高抵

抗 試 料 にお け る種 々 の静 電容 量 の影 響 があ げ られ る｡

(1)は､ 交流磁 場 に起 因 して､ 試 料､ ホー ル電 極 お よ び前置 増幅器 を含 む回路

に電 磁 誘導 起 電 力 が発生 す る こ とで あ る｡ ホール電 極 や測定 回路 中 に非線 形 性 が

あ る場 合､ 誘導 起 電 九 は､ 交 流電 流 と相 互 作用 し､ 疑 似 信 号 を発生 して､ 実 際 の

ホー ル電圧.に重畳 して しま う. その解決 策 と して､ ホー ル電 極 と前 置増幅 器 の間

に特 殊 トラ ンスを挿 入 す る こ とによ り､ 誘 導起電 力 を打 ち消 し､ 環似 信号 を除去

した｡

(2)は､ 試料 に流 入 す る交流 電 流 が､ ホー ル電 圧 測定 用 リー ド線 間容量､ リー

ド線 アー ス間 容量､ 0P ア ンプの入 力容量 へ流 れ込 ん で しまい､ 試 料 か ら流 出す

る電 流 が周 波 数 の増 加 に と もな い碗 少 す る こ とで あ る. これを解決 す るた め に､

三 重 同 軸 ケ ー ブル と前 置増 幅 器 によ り ドリブ ンシー ル ドされた回路 に､ さ らにブ

ー トス トラ ップ回路 を付加 す る ことで静電 容 量 の値 を実 効 的 に小 さ く した｡

以 上 の二 周 波 交 流 法装 置 に よ り､ い'ま まで測定 の難 しか った微少 ホール電 圧 試

料 の ホール効 果 測定 が可能 とな った｡
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